











































図 1 多角バレルスパッタリング法 1) 
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 まず、多角バレルスパッタリング法による金属薄膜修飾について述べる。図 2(I)には Pt を修飾
したポリメタクリル酸メチル（PMMA）微粒子（粒径: 50 μm）の光学顕微鏡写真を示している 2)。
修飾前の PMMA 微粒子は白色であるのに対し、Pt スパッタリング後は金属色を呈している。また
個々の微粒子表面には隣接する微粒子からの反射光が映り込むほど、光沢のある鏡面になってい
ることがわかる。これらの結果は、多角バレルスパッタリング法により、PMMA 微粒子表面が Pt
薄膜（TEM 観察より、膜厚約 50 nm）で均一にコーティングされていることを明示している。 
 一方、多角バレルスパッタリング法はドライプロセスであることから、めっき法では難しい水






















粒子を担持した CNT や CNF は燃料電池用電極
触媒やバイオセンサーなどへの応用が検討され
ている。しかし、通常のウェットプロセスを用
いた CNT や CNF 表面への金属ナノ粒子担持に





















属ナノ粒子修飾を試みた 5)。図 3 には前処理等を行っていない繊維径 150 nm（繊維長: 10～20 μm）
の CNF に Pt を担持した試料と担持前の CNF の TEM 像を示した 1)。修飾前の CNF 表面は比較的
平坦であるのに対し、修飾後の試料表面には粒径 2～4 nm の Pt ナノ粒子（平均粒径: 2.2 nm）が極
めて均一に担持されていることがわかる。同様な結果は CNT（繊維径: 10、60 nm、繊維長: 5～15 
μm）でも得られており、更なる詳細な TEM 観察により、含浸法の場合、全担持 Pt 量の 37%が
CNT 内部に担持されているのに対し、多角バレルスパッタリング法で調製した試料では、すべて
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